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山城こみねっと2017年度事業計画(案)
こみねっとの活動の活動意義

· 教育と演劇で貢献できる活動、人材、経験を持つ、地域の稀少なNPO。
· 山城地域でもっとも長く演劇活動を続ける歴史ある団体
· 学校や府、茶業関係者にパイプを持つ独自の存在価値を持つ団体

今年度の課題

· 公開決算上は赤字を脱しているが、法人設立当初より個人からの融資を受けて運営している。5カ年計画の5年目として真に利益を生む運営への見通しを立てる年度とする。

· ワークショップ授業の内容充実と2グループ同時進行を成功させる。

· 会員、賛助会員の拡大をはかり、広範な人に支えられる組織に改変する。

「地域の演劇文化の担い手」として「教育現場に重要な支援が行える団体」として、また「地域にユニークな貢献ができる貴重な存在」として、活動できていることに確信を持ち、今後も活動を充実、発展させていくことが「こみねっと」の使命。

今年度の事業活動方針
【演劇等、創作上演活動】

やましろ市民劇　　9月2日(土)　お茶をテーマに10作目
· テーマ　［お茶とスイーツとお芝居と］

· タイトル「やましろドラマティックシアター『ここに生きる』」

文化センター全体が、お茶とお芝居のイベントで占められます。

お芝居は　大ホールで土曜日の午後3時1回上演

　　　　　演奏はママさんブラスUji、歌には希望の市民が参加。

観客動員　1000名を目標

【今後につながるあらたな観客層を開拓する】

やましろ演劇演芸フェスティバル　2月17日・18日　文化パルク城陽

　サポート事業には認定されなかったが、昨年を踏襲して実施。
　公募枠〈山城一円に公募〉バラエティ豊かな参加者を追求

　招待枠〈対象を大胆に検討〉

　創作枠〈公募せず〉こみねっとの鍛錬・実力発揮の場にする

　観客動員200名越えを目標【ここでも新たな観客層を開拓する】

えんげきスタジオVIVO

　新規参加者を獲得することを目標に

　特別講師を迎えた公開講座を年4回実施。

　メンバーの飛躍的な成長をめざす。

　【CATアニメーションアカデミー等との関係を強める・ネットでの宣伝活動を強める】

学校演劇
　今年度はない可能性高し。

　【次年度への活動を検討し実施】

お茶いれMovieの製作
　秋までに玉露編を完成させ、『お茶の京都』の年に印象的にアピールする。

　クラウドファンディングに挑戦する。

　メディアへ自信を持ってアピールできる高い質の玉露編を作る。

　【広範な層への認知をはかる】

【教育現場支援活動】

学校ワークショップ授業
〈資料4を参照〉
　現場では着実に評価をいただいている。

　財政的な理由と、要請に応える意味から

　2グループが同日に業務を遂行する体制に挑戦する。
【学校現場への影響力を確かな力で広げる】
【宇治茶振興事業】
キッズ茶ムリエ事業
　委託業務を完璧にこなす。

　【成長発展事業にし受託成果をあげていく】

その他茶振興事業
　「宇治茶を世界遺産に」の活動への参画。
　「宇治茶まつり、宇治茶レンジャー」成功に寄与する。

法人運営
寄付事業

　恒常的な活動のベースを作る。

情報拡大
　ホームページやSNSの活用、動画の活用を推進する。

助成金活用

　有効な助成金をみつける。
渉外
つながりを広げ続け、関係先全部のデータを整備する。
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